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  昨年は暑い日が続きました。「最高気温を記録」というニュースを聞いても、さして驚かなくなりました。そのせい

か、日本では 10月初めまで暑く夏から秋を飛び越して、いっきに冬になった感が有ります。今後もこの様な気候が

続くのでしょうか。 

  気温が高くなると、海水温もご多聞にもれず上昇しているだろうことは想像に難くありません。海洋環境が変動し、

魚介類が極方向に移動しているという報告も聞きます。 

  さて、「地球温暖化で山が低くなるのでは」という妄想が頭の隅をかすめました。ご承知のように、山の高さは

「標高」あるいは「海抜」で示されています。標高は測量法により、東京湾の平均海面を基準（0m）としての高さを示

し、海抜は近隣の海面からの高さを意味するとのことですが、ほぼ同じ意味に使われているようです。 

  測量に際しては、その都度平均海面を求めるわけではなく、国会議事堂付近に日本水準原点を設置し、その高

さを標高 24.500m と定めています。震災後に測りなおしており関東大震災（1923年）後は 24.414m、東日本大震災

（2011年）は 24.3900mになっているそうです。 

  地球温暖化がもたらす影響として、海水の熱膨張と氷床の融解が指摘されており、その結果として世界的な海

面の上昇が報告されています。世界の海面水位は、現在も徐々に上昇を続けており、1901～2018 年の間に約

0.2m 上昇したと報告されています。 

  東京湾の平均海面の上昇がそのまま 0.2m というのは少し乱暴かも知れませんが、間違いなく海水面は上昇し

ていると考えています。その分、日本の山は低くなっていることになります。 

  ただ、このようなことを書くと、海面上昇により危機に瀕している国々の方からは顰蹙を買うかもかも知れません。

島嶼国のツバルやキリバスでは、井戸水への海水混入や海岸浸食など、海面上昇と共に国土の水没が危惧され

将来的には国家としての存続そのものが問われています。またヨーロッパでもオランダは国土の四分の一が海抜

0 メートル以下で深刻な問題になっています。 

  その様に考えますと、地球温暖化については切実な問題として真剣に取り組む必要が有るかと思います。 
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≪2025年 12月の魚油の輸入≫ 出典：財務省貿易統計 

2025年 12月 2025年 1月～12月 

輸入量（トン） 金額（千円） 単価（千円/トン） 輸入量（トン） 金額（千円） 単価（千円/トン） 

1,272 374,553 294.6 17,222 5,551,238 322.3 

 

≪魚油の国際価格≫ （単位：US$/トン） 出典：OIL WORLD 
 2025年 12月 2025年 11月 2024年 12月 
Fish oil, any orig, cif N.W. Eur 2,900 2,850 3,050 

≪幹事会のうごき≫ 令和 8 年 1 月 16 日（金）に本年度第 9 回幹事会を（一財）日本水産油脂協会 1 階会議室

において Zoom を併用して開催した。 

・次年度総会において講演会を開催することとして、講師を検討した。講演会は 2名の講師にお願いします。 

・次年度の事業計画について検討した。 

＜情報＞チリ・ペルーの漁獲量 （単位：トン） 出典：iffo 

 2026年第 4週 2026年第 3週 2026年第 4週までの累計 2025年第 4週までの累計 

チリ 39,020 32,011 128,313 142,280 

ペルー 24,344 51,669 346,626 538,046 

 


